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奥お
く

田だ

義よ
し

人と

は
、
鳥
取
藩
武
術
師
範
役
奥
田
鉄
蔵
・
妻
房
子
と
の

間
に
一
女
二
男
に
続
い
て
誕
生
、
留
三
郎
と
名
付
け
ら
れ
る
。
の

ち
、
義
之
助
、
義
人
と
改
名
す
る
。

　

七
歳
で
藩
の
儒
者
坂
田
順
蔵
の
門
弟
と
な
り
、
藩
校
尚
徳
館
に

入
学
し
た
。
以
後
学
校
の
廃
止
に
よ
っ
て
仏
学
校
、
英
学
校
、
鳥

取
県
変
則
中
学
校
と
転
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
一
八
七
七
（
明

治
十
）
年
五
月
、
鳥
取
県
変
則
中
学
校
か
ら
愛
知
県
中
学
校
へ
転

学
、
京
都
府
中
学
校
を
経
て
同
年
九
月
東
京
大
学
予
備
門
第
二
級

に
合
格
、
八
〇
年
七
月
卒
業
し
て
東
京
大
学
法
学
部
へ
進
学
、
短

期
間
で
転
校
を
重
ね
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
成
績
優
秀
で
授
業
料

は
ほ
と
ん
ど
免
除
さ
れ
た
。
大
学
で
は
奥
田
の
名
を
一
躍
全
国
に

知
ら
し
め
た
い
わ
ゆ
る
明
治
十
六
年
事
件
で
一
旦
は
退
学
を
命
じ

ら
れ
る
が
間
も
な
く
復
学
、
八
四
年
七
月
卒
業
、
十
月
に
法
学
士

の
称
号
を
得
る
。
こ
の
時
の
奥
田
の
卒
業
論
文
は
東
大
未
曾
有
の

傑
作
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

大
学
卒
業
と
と
も
に
太
政
官
御
用
掛
と
な
り
、
制
度
取
調
局
御

用
掛
兼
勤
と
な
る
。
以
後
、
特
許
局
長
、
行
政
裁
判
所
評
定
官
、

内
閣
官
報
局
長
、
衆
議
院
書
記
官
長
、
文
部
総
務
長
官
、
法
制
局

長
官
、
内
閣
恩
給
局
長
な
ど
を
歴
任
し
、
法
に
忠
実
で
職
務
に
誠

実
な
官
吏
の
典
型
と
評
さ
れ
た
。

　

一
九
〇
三
年
に
は
神
奈
川
県
横
浜
市
お
よ
び
鳥
取
県
鳥
取
市
か

ら
衆
議
院
議
員
に
当
選
、
〇
八
年
宮
中
顧
問
官
、
一
二
年
貴
族
院

議
員
に
任
じ
ら
れ
た
。

　

一
三
年
に
は
山
本
権
兵
衛
内
閣
の
文
部
大
臣
に
就
任
、
司
法
大

臣
を
も
兼
任
す
る
こ
と
に
な
る
。
鳥
取
出
身
の
初
の
大
臣
で
あ
っ

た
。
京
都
帝
国
大
学
の
「
沢
柳
事
件
」
の
収
拾
や
、
教
育
調
査
会

に
よ
る
教
育
制
度
改
革
へ
の
取
り
組
み
に
努
め
て
い
る
。

　

一
五
年
に
は
東
京
市
長
に
当
選
し
、「
電
灯
問
題
（
電
灯
会
社

間
の
対
立
競
争
）」
の
解
決
に
努
め
た
。

　

教
育
界
に
お
い
て
は
、
英
吉
利
法
律
学
校
の
創
設
に
参
画
す
る

と
と
も
に
、
東
京
山
林
学
校
幹
事
兼
助
教
、
電
信
学
校
法
律
学
教

授
を
嘱
託
さ
れ
た
。
〇
三
年
に
は
法
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ

て
い
る
。

　

英
吉
利
法
律
学
校
で
は
、
私
犯
法
や
法
学
通
論
を
主
に
担
当

し
、
の
ち
に
は
こ
れ
に
加
え
て
国
籍
法
・
親
族
法
・
民
法
な
ど
を

講
義
し
た
。
東
京
法
学
院
の
幹
事
を
務
め
、
理
事
と
し
て
も
学
校

経
営
に
心
を
砕
く
。
一
二
年
七
月
の
菊
池
武
夫
逝
去
の
後
を
う
け

て
中
央
大
学
学
長
に
就
任
し
た
。
文
部
大
臣
就
任
に
よ
り
学
長
を

岡
村
輝
彦
に
譲
る
が
、
彼
の
死
に
よ
り
再
任
し
た
。

　

奥
田
の
教
育
に
お
け
る
真
髄
は「
以
身
教
者
従
、以
言
教
者
訟
」

（
み
を
も
っ
て
お
し
え
れ
ば
し
た
が
い
、
げ
ん
を
も
っ
て
お
し
え

れ
ば
さ
か
ら
う
）
で
、
実

践
躬き
ゅ
う

行こ
う

を
も
っ
て
子
弟

を
感
化
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
。
激
務
の
中
で
『
親
族

法
』
や
『
相
続
法
』
の
改

訂
を
目
指
し
、
学
校
の
講

師
控
室
の
よ
う
な
と
こ
ろ

で
も
講
義
の
合
間
に
寸
暇

を
惜
し
ん
で
修
正
の
手
を

入
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

な
ど
は
、
そ
の
表
れ
で
あ

ろ
う
。

　

本
学
で
は
、
一
〇
年
の
創
立
二
十
五
周
年
と
奥
田
義
人
の
在
職

二
十
五
年
を
記
念
し
て
奥
田
文
庫
を
創
設
し
、
ド
イ
ツ
刑
事
法
学

の
長
老
ビ
ル
ク
マ
イ
ヤ
ー
が
蒐
集
し
た
蔵
書
を
譲
り
受
け
、
こ
こ

に
収
蔵
し
た
。

　

し
か
し
、
一
七
年
六
月
、
失
火
に
よ
り
校
舎
や
貴
重
な
蔵
書
を

失
う
と
い
う
大
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
余よ

燼じ
ん

く
す
ぶ

る
中
、
奥
田
は
学
長
そ
し
て
東
京
市
長
に
在
任
の
ま
ま
逝
去
し

た
。

　

葬
儀
は
八
月
二
十
六
日
、
日
比
谷
公
園
を
会
場
に
東
京
市
葬
と

し
て
行
わ
れ
た
。
会
葬
者
は
一
万
人
を
超
え
た
と
い
う
が
、
葬
列

が
自
宅
か
ら
会
場
へ
向
か
う
途
中
、
本
学
の
前
を
通
過
し
、
関
係

者
の
焼
香
を
受
け
た
。
焼
け
跡
の
板
囲
い
に
鯨
幕
を
張
り
つ
め
、

校
門
跡
に
置
か
れ
た
テ
ー
ブ
ル
上
へ
大
香
炉
を
そ
な
え
て
の
焼
香

は
人
々
の
悲
し
み
を
よ
り
深
め
た
こ
と
だ
ろ
う
。
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